
⃝

行
田
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

（
原
案
可
決
）

　
児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、
国
が
定
め
る

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
（
令
和
７
年
内
閣
府
令
第

１
号
）
が
新
た
に
交
付
さ
れ
、
令
和
７
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て
も
国
の
基

準
に
従
い
、
条
例
を
新
た
に
策
定
し
ま
す
。

⃝

行
田
市
景
観
条
例　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
本
市
の
歴
史
、
自
然
、
文
化
及
び
生
活

と
調
和
し
た
良
好
な
景
観
の
形
成
を
図

る
こ
と
で
、
市
民
の
誇
り
と
愛
着
を
育
み
、

住
み
た
い
、
訪
れ
た
い
と
感
じ
ら
れ
る
ま

ち
の
実
現
に
向
け
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
良
好
な
景
観
の
形
成
等
に
関
す
る
事

項
を
定
め
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
す
。

　
12
月
定
例
会
後
、
国
の
物
価
高
騰
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
利
用
し
た

物
価
高
騰
対
策
を
は
じ
め
、
事
業
実
施
の

た
め
の
所
要
経
費
を
措
置
す
る
も
の
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、
物
価
高
騰
対
策

市政に対する 一般質問

敬老お祝品引換事業について

問  
「
敬
老
お
祝
品
引
換
事
業
」

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
内
容
及
び

目
的
な
の
か
。

答  

本
事
業
は
、
高
齢
者
に
対
し

て
敬
老
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
令
和
７
年
度
か
ら
新

た
に
実
施
す
る
も
の
で
、
75
歳
以

上
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
、
市

内
店
舗
等
で
７
０
０
円
相
当
の
商

品
や
食
事
等
と
引
換
え
が
で
き
る

引
換
券
を
贈
呈
す
る
。

 

令
和
６
年
度
に
75
歳
以
上
の
高

齢
者
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
古

代
蓮
会
館
の
入
館
及
び
お
買
物
チ

ケ
ッ
ト
の
贈
呈
に
つ
い
て
、
市
民

の
方
か
ら
の
「
古
代
蓮
の
里
ま
で

行
く
移
動
手
段
が
な
い
」
と
い
っ

た
声
を
踏
ま
え
、
事
業
内
容
を
検

討
し
て
見
直
し
、
令
和
７
年
度
に

新
た
に
実
施
す
る
。

　
引
換
券
と
交
換
可
能
な
商
品
や

食
事
等
を
写
真
つ
き
で
掲
載
し
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
75
歳

以
上
の
高
齢
者
全
員
に
引
換
券
と

合
わ
せ
て
郵
送
す
る
予
定
で
あ
る
。

高
齢
者
優
待
制
度
と
併
せ
て
周
知

す
る
こ
と
で
、
多
く
の
高
齢
者
の

方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

福 島 と も お（令和研究会）

水道事業の安定化について

問  

人
工
衛
星
と
Ａ
Ｉ
に
よ
る
水

道
管
の
漏
水
調
査
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
調
査
期
間
の
短
縮
と
経
費

の
削
減
が
図
ら
れ
た
と
い
う
報
告

が
あ
る
が
、本
市
の
見
解
を
伺
う
。

答  

本
調
査
は
、
衛
星
画
像
デ
ー

タ
を
Ａ
Ｉ
で
解
析
し
、
漏
水
可
能

性
区
域
を
抽
出
す
る
も
の
で
、
技

術
の
向
上
や
全
国
的
な
普
及
に
よ

り
、
漏
水
発
見
の
精
度
や
コ
ス
ト

の
削
減
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
導
入
に
つ
い
て
調
査
研
究
し

て
い
く
。

問  

県
営
水
道
の
受
水
に
伴
う
余

剰
圧
力
を
利
用
し
た
小
水
力
発
電

施
設
の
設
置
に
つ
い
て
民
間
事
業

者
か
ら
提
案
が
あ
っ
た
と
聞
い
て

い
る
が
本
市
の
見
解
を
伺
う
。

答  

水
道
事
業
へ
の
リ
ス
ク
を
充

分
に
考
慮
し
、
市
民
の
安
全
・
安

心
の
観
点
を
総
合
的
に
判
断
し
た

上
で
、
歳
入
確
保
の
観
点
か
ら
も

今
後
積
極
的
に
検
討
し
て
い
く
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
運
営
事

業
に
つ
い
て

○
下
長
野
用
水
路
改
良
後
の
道
路

整
備
に
つ
い
て

○
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ

い
て

木 村  博（公明党）

５歳児健診支援事業について
大 屋  彰（公明党）

　「
５
歳
は
、
社
会
性
が
高
ま
り
、

発
達
障
害
が
認
知
さ
れ
や
す
い
時

期
で
あ
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
乳

幼
児
の
発
育
・
発
達
や
健
康
の
維

持
・
増
進
、疾
病
の
予
防
、悩
み
を

抱
え
る
保
護
者
等
の
早
期
発
見
や

支
援
、
児
童
虐
待
の
予
防
・
早
期

発
見
等
の
観
点
か
ら
、
５
歳
児
健

診
検
査
の
実
施
に
係
る
支
援
を
進

め
、
全
国
展
開
を
目
指
す
。」と
５

歳
児
健
診
ポ
ー
タ
ル
に
て
周
知
さ

れ
て
い
る
。

問  

本
市
で
の
５
歳
児
健
診
の
取

り
組
み
は
。

答  

５
歳
児
健
診
は
母
子
保
健
法

に
規
定
す
る
乳
幼
児
健
診
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
本

市
で
は
現
在
実
施
し
て
い
な
い
。

問  

国
の
動
き
と
し
て
５
歳
児
健

診
の
全
国
展
開
が
図
ら
れ
る
社
会

を
２
０
２
８
年
度
目
指
す
、
と
あ

る
が
本
市
の
考
え
は
。

答  

専
門
職
の
確
保
と
、
健
診
で

指
摘
を
す
る
だ
け
で
な
く
そ
の
後

適
切
な
支
援
が
で
き
る
か
が
重
要

に
な
る
。２
０
２
８
年
度
を
目
指

す
の
で
は
な
く
、
早
期
に
体
制
整

備
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

に
係
る
概
算
費
用
な
ど
を
具
体
的
に
示
し
、

よ
り
具
現
化
し
た
義
務
教
育
学
校
の
イ

メ
ー
ジ
を
伝
え
る
た
め
の
重
要
な
計
画
で

あ
る
。

⃝

令
和
７
年
度
の
各
種
特
別
会
計
予
算

（
全
て
原
案
可
決
）

　
国
民
健
康
保
険
事
業
費
特
別
会
計
な
ど

４
特
別
会
計
の
令
和
７
年
度
当
初
予
算
は

合
計
で
１
６
４
億
５
２
２
８
万
８
千
円
で

す
。

　

ま
た
、
公
営
企
業
会
計
当
初
予
算
は
、

水
道
事
業
会
計
が
32
億
９
３
０
６
万
９
千

円
、
公
共
下
水
道
事
業
会
計
が
37
億
３
８

６
１
万
９
千
円
で
す
。

ぎょうだ議会だより　❹

障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
の
方
の
み

で
構
成
さ
れ
た
世
帯
等
を
予
定
し
て
い
る
。

原
則
と
し
て
週
１
回
、
粗
大
ご
み
を
除
く

家
庭
ご
み
を
委
託
事
業
者
が
自
宅
前
ま
で

回
収
に
伺
う
予
定
で
あ
る
。

⃝

英
語
の
で
き
る
行
田
っ
子
育
成
事
業

問  

現
状
の
行
田
っ
子
の
英
語
力
を
ど
う

分
析
し
て
い
る
か
。

答  

英
語
力
を
数
値
化
し
た
指
標
と
し
て

は
、
埼
玉
県
学
力
・
学
習
状
況
調
査
が
あ

る
が
、
英
語
の
調
査
が
実
施
さ
れ
る
中
学

２
年
生
、
３
年
生
に
お
い
て
、
平
均
正
答

率
が
県
平
均
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
て
い

る
。

問  

こ
の
事
業
の
目
標
は
ど
こ
か
。

答  

行
田
市
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
教
育

の
一
環
と
し
て
英
語
教
育
を
強
化
、
充
実

さ
せ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
着
実
な

英
語
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
英
語

を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
育
て
る

こ
と
を
大
き
な
目
標
に
掲
げ
、
取
り
組
む

も
の
で
あ
る
。

⃝

学
校
再
編
事
業

問  

義
務
教
育
学
校
施
設
整
備
基
本
構
想

の
策
定
の
時
期
や
内
容
は
。

答  

現
在
策
定
中
の
義
務
教
育
学
校
設
置

に
向
け
た
再
編
計
画
個
別
編
を
踏
ま
え
、

新
校
に
お
け
る
校
舎
及
び
教
室
等
の
配
置

や
施
設
に
求
め
ら
れ
る
機
能
、
施
設
整
備

と
し
て
、
民
生
費
で
は
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
１
世
帯
あ
た
り
３
万
円
及
び
当
該
支

給
対
象
者
の
世
帯
員
で
あ
る
18
歳
以
下
の

児
童
１
人
あ
た
り
３
万
円
の
子
ど
も
加
算

分
を
支
給
す
る
住
民
税
非
課
税
世
帯
物
価

高
騰
重
点
支
援
給
付
金
を
７
８
０
０
世
帯
、

子
ど
も
加
算
と
し
て
１
２
０
０
人
分
の
ほ

か
、
事
務
費
を
措
置
し
ま
す
。

　
衛
生
費
で
は
、
市
民
や
市
内
事
業
者
の

経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
３
月

及
び
４
月
検
針
分
の
水
道
基
本
料
金
を
２

か
月
分
免
除
す
る
と
と
も
に
、
商
工
費
で

は
、
市
内
で
の
消
費
喚
起
を
図
る
た
め
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
を
実
施
す
る

た
め
の
費
用
を
措
置
し
ま
す
。

　
消
防
費
で
は
、
自
然
災
害
で
避
難
所
生

活
の
長
期
化
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
市
内

事
業
者
か
ら
の
寄
附
金
を
活
用
し
、
簡
易

ト
イ
レ
及
び
そ
れ
を
覆
う
簡
易
テ
ン
ト
を

備
蓄
す
る
た
め
の
予
算
を
措
置
し
ま
す
。

　
総
務
費
の
基
金
費
で
は
、
昨
年
９
月
に

行
田
羽
生
資
源
環
境
組
合
に
お
い
て
、
今

後
の
財
政
負
担
に
備
え
る
た
め
、
基
金
へ

積
み
立
て
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
老
朽
化

す
る
公
共
施
設
の
更
新
に
備
え
る
た
め
、

公
共
施
設
整
備
基
金
へ
の
積
立
て
も
行
い

ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
歳
出
を
賄
う
財
源
と

し
て
、
国
・
県
支
出
金
、
寄
附
金
、
繰
越

金
及
び
諸
収
入
を
措
置
す
る
も
の
で
す
。

特別会計
特
別
会
計
合
計
額
は

２
３
４
億
円
余

●特別会計予算及び公営企業会計予算（単位：千円）

会計名

特
別
会
計

公
営
企
業

会
　
　計

予算額 対前年増減額 増減率%
7,810,386 
28,374 

7,235,514 
1,378,014 
16,452,288 
3,293,069 
3,738,619 
7,031,688 

△ 80,481
616

290,158
17,187
227,480

△ 285,271
287,661
2,390

△ 1.0
2.2
4.2
1.3
1.4

△ 8.0
8.3
0.0

国民健康保険
交通災害共済
介 護 保 険
後期高齢者医療
合 計
水 道
公 共下 水 道
合 計

法
改
正
に
伴
う
条
例
の
改
正
等

条　
　

例

補正予算
補
正
総
額

２
億
７
８
６
３
万
円
余


